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山菜とり春

ー
元
気
な
体
と
心
を
つ
く
ろ
う
ー

鯨

　
子
ど
も
が
、
心
身
と
も
に
健
康
で
豊

か
な
人
間
に
育
つ
た
め
に
は
、
自
然
や

す
ぐ
れ
た
文
化
遺
産
に
接
す
る
こ
と
が

大
切
で
す
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
年
令
の
子

ど
も
と
交
わ
り
な
が
ら
、
価
値
の
多
様

性
に
気
づ
き
、
ま
た
、
い
ろ
い
ろ
な
目

的
を
も
つ
集
団
活
動
に
参
加
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
社
会
性
を
身
に
つ
け
る
こ

と
も
大
切
な
こ
と
で
す
。

　
町
内
で
も
、
い
く
つ
か
の
部
落
で
子

ど
も
会
や
少
年
団
体
が
組
織
さ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
会
の
活
動
を

う
な
が
し
、
支
え
て
ゆ
く
育
成
会
が
未

組
織
の
た
め
、
地
域
性
を
生
か
し
た
主

体
的
な
活
動
を
め
ざ
す
子
ど
も
会
に
な

っ
て
い
な
い
も
の
が
多
い
現
状
で
す
。

　
儀
明
部
落
の
子
ど
も
会
も
、
長
年
儀

明
小
学
校
の
先
生
と
、
有
志
の
方
々
と

の
指
導
に
よ
り
そ
の
活
動
が
続
け
ら
れ

て
き
ま
し
た
が
、
子
ど
も
達
の
熱
心
な

活
動
に
ひ
か
れ
て
、
今
年
の
春
、
育
成

会
が
結
成
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
四

月
か
ら
は
儀
明
区
の
正
式
な
団
体
と
し

て
承
認
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
み
ん
な
の
力
で
、
あ
か
る
い
地
域
を

き
づ
く
と
い
う
連
帯
意
識
を
活
動
を
通

じ
て
育
て
よ
う
と
、
意
気
上
が
る
儀
明

子
ど
も
会
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
n



保
健
衛
生
シ

り
ー
ズ

⑭

嗜
好

①
た
ば
こ
の
害

と

成
人
病

　
い
い
つ
く
さ
れ
た
言
葉
で
す
が
、
た

ば
こ
は
「
百
害
あ
っ
て
一
利
な
し
」
で

す
。　

た
ば
こ
と
密
接
な
関
係
に
あ
る
病
気

あ
る
い
は
そ
れ
に
よ
っ
て
死
亡
率
を
高

め
る
病
気
は
、
肺
ガ
ン
、
気
管
支
炎
、

肺
気
腫
な
ど
の
肺
の
障
害
、
狭
心
症
や

心
筋
硬
塞
の
心
臓
障
害
で
す
。

　
た
ば
こ
を
吸
う
人
は
吸
わ
な
い
人
に

比
べ
畠
て
ど
れ
だ
け
死
亡
率
が
高
い
か
と

い
う
あ
る
調
査
に
よ
る
と
、

　
男
子
で
一
日
に
一
〇
本
吸
う
人
は
四

〇
％
。

　
一
〇
～
一
九
本
の
人
は
七
〇
％

　
二
〇
～
三
九
本
の
人
は
九
〇
％

　
四
〇
本
以
上
の
人
は
一
二
〇
彩
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、

　
　
飾
ザ
ン

　
　
　
　
　
杯

鎧
警

繰
∂轡

癒

謄

も
高
い
と
い
う
数
字
が
あ
り
ま
す
。

　
肺
ガ
ン
は
、
昭
和
二
五
年
に
比
べ
る

と
、
昭
和
四
五
年
に
は
五
倍
に
も
ふ
え

て
い
ま
す
。
こ
れ
が
す
べ
て
た
ば
こ
に

よ
る
と
は
考
え
ら
れ
な
い
で
し
ょ
う
。

あ
る
調
査
で
は
、
工
業
の
発
達
し
た
地

域
の
人
に
肺
ガ
ン
の
死
亡
率
が
高
い
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
、
肺
ガ
ン
に
な
る

原
因
は
た
ば
こ
だ
け
で
は
な
い
こ
と
を

明
確
に
し
て
は
い
ま
す
が
、
し
か
し
、

た
ば
こ
だ
け
で
も
か
な
り
高
い
と
い
わ

ざ
る
を
え
な
い
の
で
す
。

　
た
ば
こ
の
ニ
コ
チ
ン
は
、
心
拍
数
を

高
め
、
血
圧
を
上
げ
る
作
用
を
し
ま
す

（
最
高
血
圧
一
〇
～
二
〇
、
最
低
血
圧

五
～
一
五
ミ
リ
く
ら
い
）
。
心
筋
硬
塞

に
よ
る
死
亡
で
み
る
と
、
た
ば
こ
を
吸

う
人
の
死
亡
は
、
吸
わ
な
い
人
の
二
倍

　
　
　
　
　
～
に
も
達
す
る
と
言
わ
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健
康
に
自
信
が
あ
り
ま
す
か

　
　
　
確
か
め
ま
し
ょ
う

”
循
環
器
検
診
で

○
と
　
　
き

〃

7
月
3
日
．
4
日
●
5
日

6
日
（
半
日
だ
け
）

o
と
こ
ろ
　
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

　
そ
の
主
要
な
原
因
と

・
れ
ま
す
。
心
筋
硬
塞

じ

．
は
、
欧
米
人
に
比
べ

O　　

。
日
本
人
は
少
な
い
の

●●　

。
で
す
が
、
そ
れ
で
も

O●ロ　

．
一
五
年
く
ら
い
の
間

●ロじ

。
に
五
倍
に
も
ふ
え
て

●　　

．
い
ま
す
。
そ
れ
が
す

90の

．
べ
て
た
ば
こ
に
よ
る

●●　　

・
と
は
む
ろ
ん
い
え
ま

●　の

．
せ
ん
が
、
と
も
か
く

○
対
象
者
　
大
正
4
年
4
月
2
日
～
昭

　
　
　
　
和
1
4
年
4
月
1
日
迄
の
男
女

o
出
稼
検
診
受
診
者
は
除
き
ま
す
。

o
内
容

　
一
次
1
問
診
・
検
尿
・
計
測
・
血
圧

　
　
　
　
測
定

　
二
次
1
心
電
図
・
眼
底
・
血
液
検
査

　
　
　
　
（
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・
中
性
脂
肪
）

し
て
、
ほ
か
の
要
因
1
高
血
圧
と
か
動

脈
硬
化
、
あ
る
い
は
肥
満
と
同
等
の
扱

い
を
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
知
っ

て
ほ
し
い
の
で
す
。

　
た
ば
こ
の
ニ
コ
チ
ン
や
タ
ー
ル
は
ま

た
、
唾
液
と
い
っ
し
ょ
に
飲
み
こ
ま
れ
、

胃
の
粘
膜
を
刺
激
し
て
胃
を
悪
く
し
ま

す
。
朝
、
目
覚
め
の
一
服
な
ど
、
と
く

に
よ
く
な
い
習
慣
で
す
。

～・人ロのうこき

6月1日現在

　1，920（一2）
　3．688　　（　一9）

　3．758　（十11）

　7，446　（十2）

数
男
女
計

帯
口

世
人

　8

29
37

亡
出
計

死
転
減

　6

33
39

生
入
計

出
転
増

（2）

戸
籍
の
窓
ロ
か
ら

五
月
受
付
分
（
受
付
順
）

霞
つ
え
敷
園

お
め
で
ζ
．
㊦
衡

佐
藤
幸
治
・
和
栗
秀
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
竹
所
　
杉
林

宮
澤
新
松
・
村
山
睦
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
下
山
　
新
宅

若
月
幸
一
郎
・
上
田
陽
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
海
老
　
喜
兵
衛

伊
藤
秀
男
・
斎
藤
智
栄
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
高
校

市
川
雅
久
・
若
井
喜
久
代

　
　
　
　
　
　
　
　
　
松
代
市
川
表
具
店

小
堺
　
優
・
神
谷
初
美

　
　
　
　
　
　
　
　
　
儀
明
　
南

離験　
　
　
　
父
美
栄

萬
羽
恵
子
　
　
　
二
女
　
松
代
も
え
ん

　
　
　
　
母
伸
子

　
　
　
　
　
　
ヤ

　
　
　
　
父
廣
和

小
堺
　
豊
　
　
　
二
男
　
蓬
平
政
い
ん

　
　
　
　
母
よ
し
子

　
　
　
　
父
勇

柳
伸
一
　
。
長
男
松
代
諏
美
田
屋

　
　
　
　
母
邦
枝

　
　
　
　
父
利
彦

柳
憲
司
　

長
男
苧
島
倉
屋
敷

　
　
　
　
母
ふ
じ
え

　
　
　
　
父
正
彦

佐
藤
美
左
枝
　
　
二
女
　
室
野
　
政
七

　
　
　
　
母
多
美
子

　
　
　
　
父
栄
吉

桔
梗
め
ぐ
み
　
　
二
女
太
平
奥
村
組

　
　
　
　
母
ミ
チ
子

お
く
や
み

（
死
亡
）

山

岸
ミ
サ
ホ

山

岸
ミ
カ
イ

崖富鯖篠

文サスノー
雄ノミイ郎

高
橋
ハ
ナ
エ

田東苧蒲清室蒲蒲
沢山島生水野生生

宮
の
下

だ
ん

や
ま
も
と

よ
ぜ
ん

善
太
郎

下
段

林新
屋
敷
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広
域
消
防
組
合
の

財
政
状
況
は
　：

　：

　：

予算の執行状況

31現在
3．

“
一

（単位；千円）

N
　
1
9
市
町
村
で
組
織
し
て
い
る
上
越
地

猟猟
域
消
防
事
務
組
合
の
財
政
状
況
で
す
。

猟
　
今
回
は
昭
和
5
3
年
1
0
月
1
日
か
ら
昭

猟猟
和
5
4
年
3
月
31
日
ま
で
の
状
況
に
つ
い

猟
て
お
し
ら
せ
し
ま
す
。

猟
…
…
…
…
…
…
り
●
：
…
…
…
…
…
…
●
：
：

猟猟
　
9
月
末
現
在
で
は
予
算
額
一
二
億
三

氏
千
八
万
七
千
円
で
し
た
が
、
そ
の
後
三
、

　
四
一
五
万
円
を
減
額
し
て
3
月
末
の
予

　
算
額
は
一
一
億
九
、
五
九
三
万
七
千
円

　
に
な
り
ま
し
た
。

　
　
減
額
し
た
主
な
も
の
は
、
新
井
消
防

　
署
庁
舎
建
設
の
た
め
に
予
定
し
て
い
た

　
財
政
調
整
基
金
の
繰
入
を
取
り
止
め
、

　
第
2
次
整
備
5
ケ
年
計
画
に
基
づ
く
庁

区　　　　　分 予算額 　　》収入済額

1．分担金及び負担金 1，094，374 1，094，365

L（一轟雛 1，071，227 1，071，227

2．特別負担金 23，147 23，138

2．使用料及び手数料 3，743 4，169

3．財　産　収　入 28，637 28，646

4．寄　　附　　金 1 0
5．繰　　入　　金 0 0

6．繰　　越　　金 24，518 24，518

7．諸　　収　　入 7，664 3，932

8．組　　合　　債 37，000 0
歳　入　合　計 1，195，937 1，155，630

舎
建
設
、
消
防
車
吏
新
等
に
必
要
な
財

源
と
し
て
継
続
積
立
し
て
お
く
も
の
で

す
。　

予
算
の
執
行
状
況
は
別
表
の
と
お
り

で
す
。
財
産
の
状
況
は
、
土
地
が
柿
崎

町
・
妙
高
々
原
町
・
安
塚
町
に
職
員
待

機
宿
舎
敷
地
と
し
て
合
計
九
七
六
，
勉
。

建
物
が
四
、
八
七
四
、
勉
、
車
両
は
、
消

防
ポ
ン
プ
自
動
車
1
9
台
、
化
学
消
防
ポ

ン
プ
自
動
車
2
台
、
指
令
者
11
台
な
ど

合
計
4
7
台
、
有
価
証
券
が
三
四
四
万
円
、

基
金
は
職
員
退
職
基
金
、
財
政
調
整
基

金
を
合
わ
せ
て
六
億
五
、
八
五
三
万
円

で
す
。
ま
た
、
地
方
債
の
合
計
は
一
億

二
、
九
一
七
万
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

：1：　予算
：1：

・卜　一54
・1・

・卜

・卜〔歳入〕

・1・

．卜区
●卜『1．分担金及び套

：1：L，一綿

●1●　2．特別負
・1・

・卜　2．使用料及び与
・1・

．1．3．財産収
・卜4．寄附
・1・

・卜5・繰く
・卜

　6．繰　越・卜

・卜7．諸　収
・1・

・1・8・組　合

●卜歳入合・卜

・卜

・卜

．卜〔歳出〕

・卜区
・卜

・卜1．議　会
・卜

．卜2・総務
●1●　1．総務管王
・卜

・卜　　1・一般管1
●卜　　　2．退職手当ま
・1・

●卜　　3』財政調整着
・卜

・卜2・欄災女
・卜3．公債
・卜

・卜4．予　備
・卜

．1．　歳出合

町
老
人
交
、
通
安
全

　
　
　
大
学
講
座
が

　
開
設
さ
れ
ま
し
た

　
5
月
1
6
日
、
町
交
通
安
全
対
策
協
議

会
主
催
に
よ
る
「
町
老
人
交
通
安
全
大

学
講
座
」
が
大
字
松
代
の
老
人
を
対
象

に
し
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の
講
座
は
、
交
通
安
全
運
動
の
一

環
と
し
て
、
お
年
寄
り
の
交
通
事
故
防

止
を
目
的
に
開
設
し
た
も
の
で
す
が
、

会
場
の
渋
海
荘
に
は
5
0
名
近
い
受
講
者

が
集
ま
り
、
講
師
の
松
代
地
区
老
人
交

通
安
全
推
進
員
の
万
羽
卓
司
氏
と
松
代

幹
部
派
出
所
戸
田
所
長
の
話
し
に
熱
心

に
耳
を
か
た
む
け
て
い
ま
し
た
。
講
座

終
了
後
、
受
講
者
全
員
に
協
議
会
よ
り

修
了
証
書
が
送
ら
れ
ま
し
た
つ

　
町
で
は
、
今
後
も
こ
の
講
座
を
町
内

各
地
で
開
設
し
た
い
と
の
こ
と
で
す
。

各
部
落
老
人
ク
ラ
ブ
の
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

区　　　　　分 予算額 収入済額

1．議　　会　　費 1，075 1，003

2．総　　務　　費 1，149，582 1，087，181

1．総務管理費 1，145，714 1，083，802

1．一般管理費 1，021，273 959，361

2．退職手当基金費 98，796 98，796

3』財政調整基金費 25，645 25，645

2．特定地域笏災対策費 3，868 3，379

3．公　　債　　費 40，905 40，278

4．予　　備　　費 4，375 0
歳　出　合　計 1，195，937 1，128，462

交
通
安
全
協
会
か
ら

お

知
ら
せ

　
去
る
5
月
1
2
日
に
、
東
頚
城
郡
交
通

安
全
協
会
松
代
支
部
総
会
が
開
催
さ
れ

次
の
方
々
が
新
役
員
に
選
出
さ
れ
ま
し

た
。

支
部
長

副
支
部
長

　
〃

　
〃

監
事

〃

小
山
　
甲
七
（
再
選
）
室
野

関
谷
徳
一
郎
（
〃
）
松
代

小
堺
長
四
郎
（
〃
）
儀
明

高
橋
　
守
雄
（
新
任
）
福
島

樋
口
　
堅
一
（
再
選
）
松
代

小
堺
　
　
清
（
〃
）
蒲
生

◎
会
費
の
値
上
げ
に
つ
い
て

　
　
54
年
6
月
か
ら
会
費
が
値
上
げ
に

　
な
り
ま
し
た
の
で
ご
承
知
下
さ
い
。

◎
免
許
割
会
費

　
原
付
・
小
特
免
許
（
3
力
年
分
）

　
　
　
六
〇
〇
円
（
改
正
前
四
〇
〇
円
）

　
二
輪
免
許
以
上
（
3
力
年
分
）

　
　
　
九
〇
〇
円
（
改
正
前
七
〇
〇
円
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鋤



日は家庭

　の
　日
　　　小、護

マ爺

知
事
賞
・
小
山
敏
明

しあわせがあふれる今

、
、
～
ー
ノ
。
・

へ
呪
咳
隔
ε

．
’
　
、
三
6
　
　
の
。

　
ク
グ
る

　
働
’
、
！
t
！
㌦

◎

　
　
室
野
小
五
年
）

害
を
受
け
た
。

1（4）

）

隷桝

●

9
　
　
　
　
　
　
●

o

⇒

●
　
o

●

口ぷ
0

藍
●
●

ゆとりができたら追納しましょう

　
た
だ
い
ま
、
昭
和
五
十
四
年
度

分
（
昭
和
五
十
四
年
四
月
か
ら
昭

和
五
十
五
年
三
月
ま
で
）
の
国
民

年
金
保
険
料
の
免
除
申
請
を
受
け

付
け
て
い
ま
す
。
国
民
年
金
の
保

険
料
免
除
と
は
…
…
。

①
失
業
し
て
所
得
が
な
い
。

②
火
災
や
風
水
害
に
あ
い
、
被

保険料が納められないとき

新潟県・昭和53年度明るい家庭づくり標語入選作

③
家
計
が
苦
し
い
…
…
な
ど
の
事
情

　
で
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
難
し
い

　
と
認
め
ら
れ
る
人
に
、
そ
の
年
度
の

こ
の
追
納
を
忘
れ
ず
に
す
れ
ば
蘇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヱ

謹
鞭
罎
謬
備
璽
講
鋤

後
、
生
活
に
ゆ
と
り
が
で
き
た
ら

ご
存
じ
で
す
か

国
民
年
金
の
免
除
制
度

　
保
険
料
の
納
付
を
免
除
す
る
制
度
で

　
す
。

　
今
年
、
免
除
を
希
望
さ
れ
る
方
は
七

月
末
日
ま
で
に
役
場
の
国
民
年
金
係
へ

申
込
ん
で
下
さ
い
。
そ
の
申
込
者
が
免

除
基
準
に
該
当
し
た
場
合
、
保
険
料
は

免
除
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
な
お

免
除
を
受
け
た
期
間
を
そ
の
ま
ま
に
し

て
お
き
ま
す
と
、
将
来
年
金
を
受
け
る

時
保
険
料
を
納
め
た
人
に
比
べ
る
と
、

年
金
額
は
非
常
に
不
利
に
な
り
ま
す
。

し
か
し
免
除
を
受
け
て
か
ら
十
年
以
内

で
あ
れ
ば
、
免
除
期
間
は
そ
の
当
時
の

保
険
料
で
納
め
る
事
（
追
納
と
い
う
）

が
出
来
ま
す
（
仮
に
今
年
度
免
除
に
な

り
ま
す
と
、
今
年
度
の
保
険
料
は
昭
和

六
十
四
年
ま
で
に
納
め
れ
ば
良
い
訳
で

す
。
）

必
ず
追
納
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

，
O
ワ
●
曾
●
，
●
ワ
●
曾
●
，
●
7
0
9
●
，
●
9
●
9
●
，
●
ワ
●
7
●

秘
密
厳
守
・

　
　
　
無
料
で
す

　
生
活
苦
・
家
庭
不
和
・
児
童
問

題
・
老
人
問
題
・
そ
の
他
心
配
さ

れ
て
い
る
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら

相
談
下
さ
い
。

と
　
き
　
毎
週
金
曜
日

　
　
　
　
午
前
九
時
か
ら

　
　
　
　
　
　
十
一
時
半
ま
で

と
こ
ろ
　
松
代
　
少
林
寺

話し合い明るい家庭の第一歩（小学校の部佳作・佐藤困弥

一
般
の
部
知
事
賞

高
橋
渡
・
室
野

話
し
合
い
・
い
た
わ
り
あ
っ
て
よ
い
家

曜礁翻］標語募集

　　　　　　　　ふるつてご応募願います

　地域住民全体が青少年の健全育成・明るい家庭づくりに

ついての関心を高め、地域ぐるみで意識の高揚を図ること

を趣旨として、松代町で標語募集を実施しています。

　みなさんふるつてご応募ください。

r募集内容」

　青少年健全育成に関する標語

　明るい家庭づくりに関する標語

r募集部門』

・小学校児童の部　・中学校生徒の部　・高等学校生徒の部

（以上の3部門は学校にお願いし募集していただいていま

す。）

◎一般の部

　応募は1人3点以内とします。

『募集期限と応募先等」

　6月30日までに、松代町役場社会課へ提出ください。

　標語には応募者の住所・氏名をご付記してください。

r標語の選考・その他』

1．部門別に優秀作1点、佳作2点を選出し、松代町代表

　作品として東頚城地域青少年対策推進協議会（以下広域

　青少協という）に提出するとともに、町で表彰いたしま

集
月
諭
語
部
品
少
。

募
6
標
標
　
作
青
す

『
ー
　
　
　
　
　
　
　
『
璽
　
　
　
．

　
　
　
　
　
　
1

鉱域青少脚翻吐に優秀作品1椛選び表墾麺☆
　　します。また、提出された作品を印刷して郡内各斥に貼

　　り出します。
　3．松代町では応募作品を順次広報まつだ恩・に登載し、、青

　　少年健全育成及び明るい家庭づくりの意識高揚に役立た

　　せていただきます。

いつもにぎやかわが家の食事（小学校の部佳作・小山真弓莇平小）

し
あ
わ
せ
は
家
族
み
ん
な
で
つ
か
む
も
の
（
小
学
校
の
部
佳
作
・
柳
　
晴
子
室
野
小
五
年
）
“
親
子
し
て



みんなで汗して

　　　　　②
笑顔がみなぎる”せんたく．

家庭づくりをめざして桐山小6年

桑原　まゆみ

　
「
洗
た
く
し
て
く
れ
や
。
」

と
、
母
ち
ゃ
ん
に
た
の
ま
れ
た
。

「
洗
た
く
な
ん
て
い
や
だ
ね
。
」

私
は
断
っ
た
。
そ
の
時
大
好
き
な
レ
コ

ー
ド
を
聞
い
て
い
て
、
動
く
の
が
絶
対

に
い
や
だ
っ
た
か
ら
だ
。
で
も
母
ち
ゃ

ん
に
、

「
バ
カ
、
こ
っ
ち
に
は
仕
事
が
い
っ
ぺ

あ
っ
て
、
手
が
放
さ
ん
ね
っ
と
。
」

と
お
こ
ら
れ
る
と
、
仕
方
が
な
く
レ
コ

ー
ド
の
ス
イ
ッ
チ
を
切
り
、
風
呂
場
へ

行
っ
た
。
洗
た
く
機
に
水
を
入
れ
、
洗

た
く
物
を
乱
ぽ
う
に
投
げ
込
ん
で
ス
イ
「

ッ
チ
を
入
れ
た
。
十
五
分
ほ
ど
た
っ
た

時
、
私
は
（
ド
キ
ッ
）
と
し
た
。
洗
剤

が
入
っ
て
い
な
い
事
に
気
が
付
い
た
の

だ
。
（
あ
あ
、
ま
た
や
っ
て
し
ま
っ
た
。

い
や
い
や
仕
事
を
す
る
と
い
つ
も
失
敗

し
て
し
ま
う
。
お
も
し
ろ
く
な
い
な
あ
」

な
ん
て
ム
シ
ャ
ク
シ
ャ
し
て
い
る
と
、

猫
が
入
っ
て
来
て
足
に
か
ら
み
つ
い
た
。

い
つ
も
な
ら
喜
ん
で
だ
い
て
や
る
私
な

の
に
、

「
う
っ
せ
え
、
あ
っ
ち
い
っ
て
ろ
。
」

と
ど
な
っ
て
、
猫
を
け
っ
と
ば
し
て
し

ま
っ
た
。

　
今
日
は
、
せ
っ
か
く
母
ち
ゃ
ん
の
手

伝
い
を
し
た
の
に
後
味
が
悪
か
っ
た
。

な
ん
か
す
っ
き
り
し
な
い
。
も
し
、
あ

の
時
い
や
が
ら
ず
に
進
ん
で
手
伝
い
を

し
た
ら
、
今
ご
ろ
気
持
ち
が
い
い
の
に

な
あ
。
今
度
か
ら
進
ん
で
手
伝
い
を
し

よ
う
。
そ
れ
か
ら
猫
に
も
あ
や
ま
っ
て

お
こ
う
。
　
　
　
　
　
　
　
　
、
》

　
父
親
が
自
分
の
職
業
に
つ
い
て
子
ど

も
に
話
し
て
い
る
の
は
、
最
近
あ
る
調

査
で
三
〇
％
し
か
な
か
っ
た
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
こ
と
は
子
ど
も
に
ど
う

響
い
て
い
る
で
し
ょ
う
か
。
面
接
調
査

に
よ
る
と
、
話
を
聞
い
た
子
ど
も
は
、

「
父
親
っ
て
大
変
だ
な
あ
」
　
「
尊
敬
で
き

る
」
と
い
っ
た
反
応
を
示
し
て
い
ま
す
。

話
を
聞
か
な
い
子
ど
も
は
、
や
は
り
、

”
父
親
理
解
　
の
深
さ
が
違
っ
て
お
り

　
　
　
　
　
　

親
子
の
理
解
は
、
ま
ず
仕
事
の
対
話
か

ら
始
ま
る
よ
う
だ
と
い
え
ま
す
。

”カレー作り．

美

』
年
清

略づ地
孟
柳

　
田
植
休
み
の
こ
と
だ
っ
た
。

私
の
家
で
は
田
植
が
終
わ
っ
て
い
た
の

で
田
植
が
で
き
な
か
っ
た
。
た
い
く
つ

そ
う
に
し
て
い
る
と
、
父
ち
ゃ
ん
が
私
に

「
そ
ん
な
に
た
い
く
つ
な
ら
昼
ご
飯
で

も
作
っ
て
く
れ
。
」

と
言
っ
た
。

　
私
は
、
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
相
談
し
て
カ

レ
ー
を
作
る
こ
と
に
し
た
。
十
一
時
ご

ろ
に
な
る
と
、
二
人
で
作
り
始
め
た
。

　
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
私
に
、

「
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
皮
を
む
い
て
く
れ
。
」

と
言
っ
た
の
で
、
む
き
に
く
い
け
れ
ど

一
生
け
ん
命
に
む
い
た
。
玉
ね
ぎ
の
皮

を
む
く
と
き
、
目
に
し
み
る
の
で
、
ば

あ
ち
ゃ
ん
に
代
わ
っ
て
も
ら
っ
た
。
二

人
で
一
生
け
ん
命
準
備
し
た
の
で
、
あ

と
は
に
る
だ
け
と
な
っ
た
。
ば
あ
ち
ゃ

ん
が
、

「
野
菜
を
な
べ
の
中
に
入
れ
て
く
れ
已

と
言
っ
た
の
で
、
私
は
こ
ぼ
さ
な
い
よ

う
に
て
い
ね
い
に
入
れ
た
。

　
お
昼
近
く
に
父
ち
ゃ
ん
母
ち
ゃ
ん
が

山
か
ら
帰
っ
て
来
た
。
丁
度
カ
レ
ー
も

で
き
た
の
で
お
昼
に
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
私
が
み
ん
な
に
カ
レ
ー
を
も
っ
て
や

る
と
、
父
ち
ゃ
ん
が
、

「
お
ー
っ
お
い
し
そ
う
だ
な
。
」

と
言
っ
て
く
れ
た
。
そ
う
か
な
ー
。

　
み
ん
な
が
食
べ
よ
う
と
し
た
時
、
私

は
ド
キ
ッ
と
し
た
。

　
し
ば
ら
く
す
る
と
、

「
お
い
し
い
！
］

と
い
う
声
が
し
た
。
み
ん
な
が
お
い
し

い
と
言
っ
て
く
れ
た
。

　
私
は
、
て
れ
く
さ
い
や
ら
う
れ
し
い

や
ら
で
下
を
む
い
て
カ
レ
ー
を
食
べ
て

い
た
。

”
一
日 の感想．

宏

蓬平小6年

若井明

　
始
め
て
苗
取
り
を
し
た
。
始
め
の
う

ち
は
苗
を
折
っ
た
り
し
て
い
や
に
な
っ

た
。
で
も
だ
ん
だ
ん
な
れ
て
く
る
と
、

ば
あ
ち
ゃ
ん
や
母
ち
ゃ
ん
に
負
け
な
い

位
に
な
っ
た
。
ば
あ
ち
ゃ
ん
も
母
ち
ゃ

ん
も
「
始
め
に
し
て
は
じ
ょ
う
ず
だ
ね
ぼ

と
ほ
め
て
く
れ
た
。
父
ち
ゃ
ん
は
「
だ

う
け
な
ん
で
も
や
ら
せ
て
み
る
ん
だ
と

言
っ
た
ろ
］
と
言
っ
た
。
　
「
中
学
生
に

な
っ
た
ら
田
植
も
や
ら
せ
て
く
れ
ら
あ
。
」

と
父
ち
ゃ
ん
は
言
っ
た
。
お
れ
は
「
来

年
だ
の
凶
と
言
っ
て
わ
ら
っ
た
。

　
午
前
中
に
50
、
午
後
か
ら
7
0
取
っ
た
。

　
　
む

合
計
1
2
ぱ
で
き
た
。
腰
が
い
た
く
な
っ

た
。
で
も
と
て
も
う
れ
し
い
。

苗
取
り
を
し
な
が
ら
歌
っ
た
父
ち
ゃ
ん

の
「
ゆ
め
お
い
酒
」
と
い
う
歌
は
と
て

も
う
ま
か
っ
た
。

（金曜日）25日
宏明井若

時56 7　8 9 101112　1 2 3 4 5 6 7 8 9 101112

起植顔‘山　　な　休な財　　な　休な　　　　　　テおすす
い
み
ん

お
茶

テ
レ
ビ

び
・
お
ふ
ろ

な
え
と
り

な
え
と
り

艶
飯
．

な
え
と
り

な
え
と
り

山
の
し
た
く

・
朝
ご
飯

顔
あ
ら
い
・
マ
ラ
ソ
ン

植
木
ば
ち
の
水
く
れ

起
き
た

（5）



人
命
救
助
で

　
　
　
　
表
・
彰

室
岡
順
一
さ
ん
（
池
尻
）

　
松
代
町
農
協
職
員
室
岡
順
一
さ
ん
は

4
月
2
9
日
午
前
11
時
ご
ろ
、
渋
海
川
に

転
落
し
溺
れ
そ
う
に
な
っ
た
中
学
生
Y

君
を
自
ら
川
に
飛
込
ん
で
救
助
し
ま
し

た
。
こ
の
功
績
に
よ
り
5
月
23
日
、
安

塚
警
察
署
長
か
ら
感
謝
状
が
授
与
さ
れ

ま
し
た
。

一安塚警察署長より表彰を受ける室岡さん一

◇
〈
V
〈
V
〈
V
〈
V
〈
V
〈
V
〈
V
〈
V
〈
X
〉
〈
V
◇
A
〉
◇
〈
V
〈
V
〈
V
〈
V
◇
〈
V
〈
V
〈
V
〈
V
◇
◇
◇
◇
◇
◇
〈
V
◇
〈
V

総
綿
認
緯
総
霧
総
霧
浦
断
緯
麩
総
紹
濾
㈱
総

〈
X
〉
今
く
V
◇
◇
◇
〈
V
◇
A
〉
〈
V
〈
X
〉
〈
V
◇
〈
X
〉
A
〉
◇
〈
V
〈
X
V
〈
V
◇
〈
V
◇
◇
〈
V
◇
〈
V
◇
◇
◇

”
夏
期
に
お
け
る
水
難
事
故
の

　
　
　
　
　
　
　
　
防
止
に
つ
い
て
”

ρ幽』＿《も

6b

1擦，

惚
　、〃

　ノ

巧

警
ぞ
糞

％
識
、
、

　
昨
年
、
新
潟
県
内
で
は
一
四
二
件
の

水
難
事
故
が
発
生
し
一
〇
二
名
の
人
が

亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
1
5
才

未
満
の
児
童
・
生
徒
の
死
者
は
五
二
名

で
全
体
の
半
数
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。

特
に
河
川
で
の
魚
つ
り
、
水
遊
び
中
の

事
故
、
海
水
浴
等
水
泳
中
の
事
故
、
用

水
堀
へ
の
幼
児
の
転
落
事
故
に
よ
る
死

者
が
あ
わ
せ
て
六
九
名
で
あ
り
、
全
体

の
67
・
6
彩
を
占
め
て
い
ま
す
。
．

　
子
供
た
ぢ
の
水
の
事
故
は
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が
、
本
人
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と

保
護
者
の
ち
ょ
っ
と
し
た
油
断
や
不
注

意
に
よ
る
も
の
で
、
そ
れ
が
と
り
か
え

し
の
つ
か
な
い
事
故
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。

　
と
く
に
次
の
点
に
注
意
し
て
、
子
供

を
水
の
事
故
か
ら
守
っ
て
く
だ
さ
い
。

設　
、

…
．
摩
3

　
，　

、
．
．
週
振
φ

◎
　
幼
児
の
ひ
と
り
遊
び
は
危
険
で
す
。

　
常
に
目
を
離
さ
な
い
よ
う
に
。

◎
　
家
の
近
く
に
、
た
め
池
や
用
水
そ

　
う
、
溝
な
ど
が
危
険
な
状
態
の
ま
ま

　
放
置
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
警
察
に

　
連
絡
す
る
か
、
所
有
・
管
理
者
に
申

　
し
入
れ
て
、
サ
ク
や
フ
タ
を
し
て
も

　
ら
う
。
「
、

◎
　
子
供
た
ち
だ
け
で
水
遊
び
や
水
泳

　
に
行
か
さ
な
い
よ
う
に
し
、
必
ず
大

　
人
が
つ
い
て
い
く
。

◎
・
危
険
な
水
辺
で
遊
ん
で
い
る
子
供

　
を
見
か
け
た
と
き
は
、
進
ん
で
声
を

　
か
け
、
安
全
な
場
所
で
遊
ぶ
よ
う
に

　
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

（6）

　　警
　募’
　　察
（集
大　官
学中
卒

）

・
資
格

・
受
付

・
試
験
日

22

才
～
28
才
未
満
の
男
子
で

大
学
卒
業
者
（
卒
業
見
込
者

を
含
む
。
）

6
月
1
8
日
～
7
月
2
3
日

　
7
月
29
日
（
日
）

　
詳
細
は
警
察
派
出
所
・
駐
在
所
へ
お

た
ず
ね
下
さ
い
。

こ
協
力
下
さ
い

梅
雨
ど
き
の

　
郵
　
便
　
利

用

　
雨
の
日
が
多
く
な
る
時
期
を
迎
え
ま

し
た
。

　
郵
便
局
で
は
、
雨
の
日
に
郵
便
物
を

配
達
す
る
際
、
ぬ
れ
た
り
、
汚
れ
た
り

す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
十
分
注
意
し
て

お
り
ま
す
が
、
み
な
さ
ま
に
も
梅
雨
ど

き
の
郵
便
の
ご
利
用
に
際
し
て
は
、
次

の
点
に
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◆
あ
て
名
書
き
に

　
　
　
使
用
す
る
筆
記
用
具

　
郵
便
物
の
あ
て
名
書
き
に
は
、
雨
で

に
じ
ん
だ
り
し
て
あ
て
名
が
読
み
に
く

く
な
る
筆
記
用
具
の
使
用
は
な
る
べ
く

避
け
て
く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
湿
気
で
は
が
れ
や
す
い
シ
ー

ル
や
セ
ロ
ハ
ン
テ
ー
プ
な
ど
を
使
用
す

る
こ
と
も
な
る
べ
く
避
け
て
く
だ
さ
い
。

◆
郵
便
受
箱
の
設
置

　
配
達
さ
れ
た
郵
便
物
が
、
雨
に
ぬ
れ

た
り
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
郵
便
受
箱

を
お
付
け
く
だ
さ
い
。

　
郵
便
受
箱
を
お
付
け
に
な
る
場
所
は
、

通
り
に
面
し
た
わ
か
り
や
す
い
所
に
お

願
い
し
ま
す
。

　
郵
便
受
箱
と
表
札
に
は
、
ご
家
族
全

員
の
氏
名
を
お
書
き
く
だ
さ
る
よ
う
お

願
い
し
ま
す
。

お
た
よ
り

　
　
書
い
て
い
ま
す
か
ノ

”
毎
月
2
3
日
”
は

「
ふ
み
の
日
」
で
す



o
資
　
　
格

○
学
　
　
歴

○
募
集
期
間

自衛官募集中空　
●

　
、
つ

．
、
鎌
陸

満
十
八
才
以
上

　
　
二
十
五
才
未
満
ま
で

問
い
ま
せ
ん

常
　
時

※
詳
し
い
こ
と
は
市
町
村
役
場
又
は
高

　
田
募
集
事
務
所
へ
お
問
い
合
せ
下
さ

　
い
。
　
（
T
E
L
O
二
五
五
1
二
三
ー

　
五
一
一
七
）
内
線
三
六
二
と
三
六
三

蓉
蓉
蓉
蓉
馨
蓉
蔀
静
蔀
蓉
響
馨
蓉
蓉
馨

雛
漿
辮
難
叢
簿
懸
羅
　

　
自
衛
隊
の
原
動
力
と
い
わ
れ
て
い
る

自
衛
官
で
す
。

　
入
隊
と
同
時
に
2
等
陸
・
海
・
空
士

に
任
用
さ
れ
、
新
隊
員
教
育
隊
で
教
育

を
受
け
た
後
、
各
部
隊
に
配
属
さ
れ
、

各
種
の
分
野
で
活
躍
し
ま
す
。

　
入
隊
者
は
全
員
営
舎
内
（
艦
艇
内
）

居
住
で
衣
食
住
無
料
支
給
の
う
え
、
初

任
給
八
三
、
七
〇
〇
円
そ
の
他
勤
務
の

内
容
に
よ
っ
て
各
種
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。

・
任
用
期
間
は
2
年
又
は
3
年
が
一
任

　
期
で
す
が
、
特
別
の
支
障
が
な
い
か

　
ぎ
り
再
任
さ
れ
ま
す
。
そ
し
て
本
人

　
の
努
力
次
第
で
試
験
に
パ
ス
す
れ
ば
、

　
曹
・
幹
部
に
昇
任
で
き
ま
す
。

ノ！若い青春を有意義に

　　将来性ある自衛隊で！ノ

織灘霧鑓難舜
蓉

難
麟

韓
蓉

鱗
蔀

麟聡義饗
採 用

陸 前期教育　　10週間 海 教育隊約12週間 航 航空教育隊約12週鐸

上後期教育10－14週間 上 術科学校約7週間 空術科学校　6－50週犀

部 隊

永　続勤　務 就 職 自　家　営業

○曹や幹部へ昇任の道もひ ○規律ある団体生活により ○将来自立のための資金が

らかれています。 鍛練された責任感・根性 得られます。（衣食住が

01 5年以上の勤務者（幹 及び身につけた技術は社 無料ですから小遣い等の

部は20年）には退職年 会においても高く評価さ ほか貯蓄できます）

金（終身年金）が支給さ れ、 満期になって民間会 ○自衛隊で得た丈夫な身体、

れます。 社へ勤めるときに有利な 強い意志、優れた技術、

条件で就職することがで 豊富な経験をそのまま生

きます。 かせます。

02任期満了の人は希望に

より職能教育も受けられ

ます。

、
2
●
●
甲
●
●
　
．
●
●
　
o
●
●
　
9
●
●
　
●
●
●
　
．
O
●
　
●
■
●
　
o
O
●
　
■
●
●
　
9
0
●
　
，
●
●
　
9
●
■
　
■
●
■
　
■
●
●
　
o
●
●
　
■
●
●
　
o
●
O
■
●
●
　
■
0
●
　
o
●
●
■
●
●
　
o
●
．
　
o
●
●
　
●
．
●
　
o
O
O
●
●
●
　
．
●
●
　
じ
●
●
　
o
．
O
　
o
●
O
　
●
●
●

　

…
　
火
薬
類
取
扱
従
事
者

…
　
　
保
安
教
育
講
習
会
の
お
し
ら
せ

”
　
今
ま
で
は
、
発
破
技
士
の
免
許
が
あ

り

”
れ
ば
火
薬
類
を
取
扱
う
こ
と
が
で
き
ま

り

…
し
た
が
火
薬
保
安
手
帳
制
度
が
設
け
ら

”
れ
、
こ
の
講
習
を
受
け
従
事
者
手
帳
の

…
交
付
を
受
け
な
け
れ
ば
免
許
が
あ
っ
て

…
も
従
事
で
き
ま
せ
ん
。
又
こ
の
講
習
は

”
毎
年
一
回
受
け
な
い
と
そ
の
従
事
者
手

…
帳
は
無
効
に
な
り
ま
す
。

…
　
出
稼
先
で
火
薬
類
を
取
扱
う
方
は
受

“
講
し
て
下
さ
い
。

”
　
　
　
　
記

…
一
、
受
講
対
象
者
…
火
薬
類
取
扱
従
事
者

…
　
　
（
発
破
技
士
及
び
そ
の
補
助
者
）

二
、
会
場
…
…
松
代
町
総
合
セ
ン
タ
ー

＝
、
日
時
：
…
．
七
月
九
日
十
二
時
三
十
分

二
、
受
講
料
等

　

…
　
ω
　
新
ら
し
く
手
帳
を
受
け
る
人
及

●◎

　　　　　　　■　　　　　　　●　　　　　　●　　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　　●　　　　■　　　　●　　　　o　　　●　　　●　　　o　　●　　●　　o　●　●
●●●

　
び
、
現
在
持
っ
て
い
る
手
帳
の
有

　
効
期
限
が
昭
和
五
三
年
一
二
月
三

　
一
日
ま
で
の
人
（
別
表
ω
の
料
金
）

　
期
限
が
昭
和
五
四
年
一
二
月
三
一

　
日
ま
で
の
人
（
別
表
別
の
料
金
）

ン2
　
現
在
持
っ
て
い
る
手
帳
の
有
効

（

＝
、
携
行
品
…
発
破
技
士
免
許
証

”
　
　
　
　
火
薬
類
従
事
者
手
帳

　
　
　
　
　
印
鑑

一
、
申
込
場
所
…
現
在
建
設
業
等
に
勤
務

　
し
て
い
る
人
は
そ
の
事
業
所
へ
、
勤

一
、
申
込
〆
切
…
六
月
三
〇
日

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
燗

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
升

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
舛

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
煎

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
る

務
し
て
い
な
い
人
は
役
場
職
業
係
へ
。

（別表1）

事業所ガ 受講料 鞭籍 テキスト 計 写　真

会　　員 1，800 1，800 500 4，100 4枚

会員外 3，800 3，800 500 8，100 4枚

（別表2）

事業所ガ 受講料 鞭氣 テキスト 計 写　真

会　　員 1，800 一 500 2，300 一〇

会員外，3・800 一 500 4，300 一

※昭和53年度に用いたテキストのあ

　
尚
、
詳
細
に
つ
い
て
は
当
協
会
又
は

事
業
所
、
役
場
職
業
係
に
お
問
い
合
せ

下
さ
い
。

　
　
　
　
　
新
潟
県
火
薬
類
保
安
協
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
の



卓球教室

開設しています。

毎週木曜日
島7時30分～9時30分

会場　総合センター

　
卓
球
は
二
人
い
れ
ば
、
夏
で
も
冬
で

も
気
軽
に
で
き
る
手
ご
ろ
の
ス
ポ
ー
ツ

で
す
。
し
か
も
子
供
も
婦
人
も
基
礎
を

な
ら
え
ば
、
余
暇
の
ス
ポ
ー
ツ
と
し
て

楽
し
く
で
き
ま
す
。
卓
球
教
室
は
従
来

も
や
っ
て
き
ま
し
た
が
、
今
年
か
ら
は

特
に
初
級
者
と
中
級
者
を
中
心
に
卓
球

協
会
か
ら
毎
週
講
師
二
名
が
指
導
に
あ

た
り
ま
す
。
初
心
者
も
数
ケ
月
後
に
は

　
　
　
〃
　
　
　
　
　
　
～

上
手
に
　
ロ
ン
グ
”
カ
で
き
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
小
・
中
学
生
や
婦
人
の
方

も
ぜ
ひ
参
加
し
て
下
さ
い
。

芸支

嵐紗
～

ヤ
い

し
ぶ
み
句
会

着
4

　

5
月
1
8
日
　
於
少
林
寺

著
我
の
花
が
咲
き
そ
ろ
い
た
る
寺
の
坂

木
洩
れ
日
の
影
を
落
と
し
て
小
鳥
と
ぶ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
芳
　
平

地
方
選
す
み
し
我
が
里
畦
青
む

禅
寺
に
寄
れ
ば
鐘
の
音
木
の
芽
風

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
立
　
石

減
反
区
荒
る
る
が
ま
ま
に
梅
雨
の
入
り

沼
ぬ
ち
に
棲
め
る
も
の
ゐ
て
藻
草
揺
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
耕
　
山

大
寺
の
大
樫
よ
り
木
の
芽
雨

ぐ
み
の
花
黄
ば
む
も
あ
り
て
さ
み
だ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
枯
　
水

畔
焼
き
の
煙
残
り
て
月
お
ぼ
ろ

写
経
し
つ
う
ぐ
い
す
耳
に
筆
置
き
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
嫡
史

百
参
拾
九
段
の
確
や
風
薫
る

婿
泣
か
せ
と
い
う
山
菜
も
珍
ら
し
や

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
淡
　
水

山
門
を
出
づ
れ
ば
田
植
え
盛
り
な
り

第
3
3
回
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

28

チ
ー
ム

　
　
　
　
　
　
が
参
加

予
選
リ
ー
グ
始
ま
る

　
松
代
町
野
球
協
会
（
会
長
・
高
橋
芳

平
）
の
主
催
に
よ
り
、
野
球
を
通
し
て

町
民
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
と
、
会
員
相
互

の
親
睦
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
例
年

実
施
し
て
い
る
町
長
杯
争
奪
野
球
大
会

も
、
今
年
で
33
回
目
を
迎
え
ま
し
た
。

今
年
は
、
過
去
最
高
の
2
8
チ
ー
ム
の
参

加
に
よ
り
、
・
6
月
1
0
日
の
開
幕
試
合
を

皮
切
り
に
、
1
0
月
に
行
な
う
予
定
の
決

勝
大
会
出
場
を
め
ざ
し
て
、
松
代
中
学

校
グ
ラ
ン
ド
、
草
生
水
原
グ
ラ
ン
ド

（
室
野
）
を
会
場
に
4
ブ
ロ
ッ
ク
に
分

か
れ
て
、
早
期
試
合
に
よ
る
予
選
リ
ー

グ
の
熱
戦
が
く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
い
ま

す
。

（8）

滝
壷
の
水
嵩
増
せ
り
残
り
鴨

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
静
　
風

桜
摘
む
初
老
夫
婦
や
背
の
び
し
て

業
な
り
て
五
十
路
の
墓
参
白
菖
蒲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
き
く
代

雪
解
水
棚
田
棚
田
に
月
遊
ぶ

卯
の
花
の
ほ
つ
ほ
つ
咲
く
や
奥
浦
田

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
公
　
明

腕
組
ん
で
桜
見
て
い
る
老
農
夫

峡
曇
り
八
汐
つ
つ
じ
に
風
渡
る

予
選
リ
ー
グ
組
合
わ
せ

　Aブロック

蓬平ジョーズ
役場体育部A
アパッチー斗軍

商工会青年部B

ス
協

工
チ
農

一
ロ
代

高
松
松
北山連合サザンガ9

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
茶

え
に
し
だ

金
雀
枝
を
活
け
て
客
待
っ
寺
座
敷

柿
若
葉
少
林
禅
寺
静
も
り
ぬ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六

花
嫁
を
迎
え
し
隣
五
月
晴

落
椿
ま
だ
新
た
な
る
花
の
色

水花

Bブロック

儀明新生
清水レツヅ
田沢人間ギャートルズ

松代スクールメッ〃

伊沢ワンダーナイン

南青エコ’一ズ

司工務店

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
千
代

　
　
　
　
　
や
　
ど

ふ
と
こ
ろ
に
湯
宿
の
灯
を
抱
き
山
笑
う

の
ど
か
さ
や
女
湯
舟
の
甲
高
き

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
金
　
男

雪
柳
淡
く
悲
し
き
思
い
あ
り

新
緑
を
包
み
包
み
て
霧
あ
が
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
な
で
し
こ

新
緑
の
芽
吹
き
は
じ
め
に
友
逝
き
し

石
段
の
苔
の
青
さ
も
四
百
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
常
　
仙

単
伝
山
少
林
禅
寺
著
我
の
花

本
堂
も
庫
裏
も
髄
る
新
樹
か
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
竜
　
峰

Cブロック

役場体育部C
伊沢スーパーマン

儀明タイガーズ

ポストマンクラブ

オール莇ヒラーズ

西松建設
福　田　組

Dブロック

ズ
A
団
ラ
ズ
ス
院

『
部
　
　
　
　
一
タ

ヤ
年
公
一
ガ
ッ
病

シ
　
　
　
　
　
　
　
　
ニ

ツ
青
　
　
・
ヤ
エ


